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１．「教育大学」である奈良教育大学の
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２．第４期中期目標・計画期間に向けて

３．女子大との「教職課程の共同運用」



「教育大学」奈良教育大学の将来構想

１．「教育大学」である奈良教育大学の
教職課程の現状と課題



奈良教育大学の教職課程の現状と課題

2012年度 総合教育課程廃止に伴う教職課程の再編
（科目系列の整備、4年間を見通した科目編
成など）

2016年度 日本教育大学協会助成研究「改正免許法
に対応した質の高い学部教職課程『次世代
教員養成カリキュラム・奈良モデル』の構築」

2019年度 「再課程認定」に対応した「新教職課程」
（学部）の実施（今年度２年目）

：

2024年度 女子大学との共同運用を前提にした教職課
程の本格実施？



奈良教育大学の教職課程の現状と課題

2019年度 「再課程認定」に対応した「新教職課程」
（学部）の実施（今年度２年目）

○授業科目の新設、再編成
cf 総合的な学習の時間の指導法、特別支援教育論、教科内容研究など

○DP、CP、APの一体的見直し
１．現代社会の課題を把握し、教育を構想する力【教育構想力】
２．子どもの発達と学習を理解する力【子ども理解力】
３．専門的に指導をする力【専門的指導力】
４．多様な人とつながる力【コミュニケーション力】
５．自らの教職キャリアを切り拓く力【職能成長力】

○奈良教育大学カリキュラム・フレームワーク（Cuffet)の改訂

○教職指導の見直し



奈良教育大学教育学部 D P

【教育構想力】【子ども理解力】【専門的指導力】
【コミュニケーション力】【職能成長力】
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奈良教育大学の教職課程の現状と課題

奈良教育大学カリキュラム・フレームワーク（Cuffet) 一部

ディプロマ・ポリシー

Cuffet＜カリキュラム・フレームワーク（７つの目標資質能力基準）＞ カリキュラム・ポリシー

Cuffet項目
（教員が授業科目等
を設計・実施するため

の規準）

指標
（学生が自らの学修成果を振り返るための規準）

スコープ 対応する授業科目

１．現代社会の課題を把握し、教育を構
想する力
【教育構想力】

現代日本の社会と学校教育に関する幅
広い知識をもとに、現代的な教育課題に
対応した教育活動を構想することができる

1.現代社会と学校
教育との関連

現代の社会や学校
教育に関する幅広い
知識を習得した上で、
持続可能な社会の
担い手を育むための
教育活動を構想す
ることができる。

1-1 現代社会と学校教
育に関する知識等

文化・科学・言語・人権・健康・社
会問題等に関する幅広い知識、教
育の理念・歴史・思想、および学校
教育の社会的・制度的・経営的側
面に関する基礎的な知識について
説明することができる。

現代社会と学校
教育の基礎的理
解に関する内容

教育基礎論、教育
社会学、教育経営
行政論、カリキュラ
ム論、外国語、外
国語コミュニケーショ
ン、日本国憲法、
体育実技、教養科
目の一部、等

1-2 現代社会と学校教
育の課題に基づいた教育
活動の構想に関する思考
力・判断力・表現力等

現代社会と学校教育の課題に関
する知識に基づいて、自らが将来実
践する教育活動の方針を持つこと
ができる。

２．子どもの発達と学習を理解する力
【子ども理解力】

人間の成長・発達と学習に関する基礎的
な知識をもとに、子どもの成長・発達を促
す教育実践のあり方をイメージすることがで
きる

３．専門的に指導をする力
【専門的指導力】
集団と個への指導・支援に関する基礎的
な知識・技能及び各教科等の内容・教材
に関する専門的な知識・技能をもとに、学
校現場における適切な指導・支援の方法
を計画・実施することができる

2.教科，領域の内
容・特性

教育活動に生かすた
めに、教科、領域の
内容と特性に関する
専門的な知識・技
能等を習得している。

2-1 教科，領域の内容に
関する知識・技能等

教科，領域の内容に関する専門的
な知識・技能について説明すること
ができる。

子ども理解と専
門的指導に関す
る内容

【指導系】
教科に関する専門
的事項、領域に関
する専門的事項、
教科内容研究（各
教科）、専修基礎
ゼミ、等

2-2 教科，領域の特性に
関する知識等

教科，領域に特有の見方や考え方
について説明することができる。

2-3 教科，領域の内容・
特性に関する思考力・判
断力・表現力等

教科，領域に特有の見方や考え方
を働かせながら、教材研究を行うこ
とができる。



奈良教育大学の現行教職課程の課題

○教育実践力と教科等の専門性のバランスの取れた育成

○次世代の教員に求められる資質・能力の育成

○教員養成と教員研修の高度な融合

○デマンドサイドとのさらなる連携

○カリキュラム・オーバーロード状態

○担当教員の不足（後任補充凍結） 等々

↓

奈良教育大学の教職課程の現状と課題

教員養成に特化した「教育大学」のブランドやリソースを活かしつ
つ、「教育大学」に求められる社会的使命を高い次元で実現して
いくために、「一般大学」である奈良女子大学と協働！



「教育大学」奈良教育大学の将来構想

２．第４期中期目標・計画期間に向けて



第４期中期目標・計画期間に向けて

第4期中期目標・計画
（令和４～９年度）

教育課程

ダイバーシティ
（多様性）

クリエイティビティ
（創造性）

サステナビリティ
（持続可能性）

Cuffet6
多様な人との
つながり

Cuffet5
子ども理解

Cuffet7
職能成長

Cuffet1
現代教育課題

Cuffet2
教科内容等

Cuffet3
情報活用

Cuffet4
授業づくり

ESD-SDGs
（サステナビリティ）

STEAM

GIGAスクール
（ICT活用指導力）
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プログラミング
的思考

異分野での
学修体験
（産学共同？）

数理・データサ
イエンス・AI

全学
ポートフォリオ

リフレクション
ウィーク

LMS
(奈良教育大学

LMS、奈良女子大
学manaba)

教養
ワンパッケージ
（資源創出）

教職課程
共同運用
（資源創出）

2020/12/14 Ver.0.4
教育課程開発室

（未定稿）

or エージェンシー（主体性）？

地域創生

研究者
マインド

インクルーシブ

広い視野

しなやか

実践系列

したたか

デザイン思考

創造的な
発想オンライン授業

（時空を超えて多様な人
とつながる可能性）

アサーション

コーチング

学生活動
学生の力

（学生の主体による各
種プログラム）

留学生

総合的
学生支援 メンタルケア
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デザイン
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第4期の教職課程（奈良教育大学）では（構想）…

○ 「奈良教育大学ダイバーシティ推進宣言」の実現に向け
て、多様性理解に関わる科目、留学生と共同履修する
科目の履修を促進するとともに、学部学生と留学生とが
交流できるプログラムを実施

○STEAM教育の視点に基づき、「創造的な発想」や「デザ
イン思考」を刺戟する授業内容やプログラムを開発・実
施

○小学校プログラミング教育、GIGAスクール、EBPM、数
理・データサイエンス・AIなど、教育の高度情報化に対応
できる授業内容やプログラムを開発・実施

第４期中期目標・計画期間に向けて



第4期の教職課程（奈良教育大学）では（構想）…

○現在の「教職指導および履修指導」を中心とするリフレク
ションウィークの取組を見直し、入学時の学校適応（初
年次教育）、継続的な教職指導・履修指導、生活指
導、メンタルケア、キャリアデザイン支援、就職支援を有機
的につないだ学生指導・支援を行うことのできるシステム
を開発・実施

○オンライン授業フォーマットを開発・実施（オンライン授業
実施に最適化されたシラバスのフレーム完成・実施＋オン
ライン授業実施に向けた環境整備）

第４期中期目標・計画期間に向けて



「教育大学」奈良教育大学の将来構想

３．女子大との「教職課程の共同運用」



女子大との「教職課程の共同運用」

★教職課程の実施体制に
関する基本的な方向性

★複数の学科等の間におい
て教職課程を共同で実施
する体制

★複数の大学の間において
教職課程を共同で実施す
る体制

★教職課程の質の保証及び
向上に関する仕組み



女子大との「教職課程の共同運用」

【第4期中期目標・計画期間中】

・幼稚園・小学校教員の免許授与について、共同教育課程
を編成して両大学が１つの教職課程を企画・運営

・中学校・高等学校・特別支援学校教員の免許授与につい
て、両大学の複数の学科等がひとつの教科の免許を出すた
めの教職課程を共同で運用



女子大との「教職課程の共同運用」

【令和４年度まで】

・ 教職科目の内容の共通部分について、両大学による共同
運用が可能となる科目を、各授業科目の実施内容・実施
方法を精査

・ 「共同で設置する部分」についての具体的計画を策定

・ 「それぞれが単独で設置する部分」についての具体的計画
策定

・ 令和４年度に、「授業の一部を共同で実施する科目」と「授
業の全部を共同で実施する科目」の一部について、課程認
定を受けた上で実施を開始



女子大との「教職課程の共同運用」

（例）教育社会学

第１回：教育社会学を学ぶ意義
第２回：教育と社会の戦後史
第３回：今日の子どもを取り巻く環境 ―家庭・地域の変容

とSNSの普及―
第４回：子どもにとっての学校に行く意義 ―脱学校論をふま

えつつ―
第５回：職業としての教師
第６回：組織としての学校
第７回：学校をめぐる行財政
第８回：教育格差・学力格差の実態とそれへの方策
第９回：高校教育をめぐる諸問題 ―「多様化」の理念と実

態―
第１０回：大学入試改革をめぐる諸問題 ―何が「公正」であ

るのか―
第１１回：カリキュラムと教科書の社会学
第１２回：学校・家庭・地域の連携 ―学校運営協議会や

PTAについて―
第１３回：学校の危機管理
第１４回：教育改革の世界的動向
第１５回：まとめ ―教育社会学と教育実践とのつながり―

第１回オリエンテーション：教育と社会
第２回現代社会と教育課題① 不登校をめぐる動向と政策
第３回現代社会と教育課題② いじめをめぐる指導上の課題
第４回現代社会と教育課題③ 国際比較からみる日本の教

師・教育
第５回学力と学歴① 学歴社会の成立と変貌
第６回学力と学歴② 国際学力調査と諸外国の教育改革
第７回学力と学歴③ 教育格差と是正のための学校や地域の

取り組み
第８回グローバリゼーションと教育① グローバリゼーションと＜新し

い能力＞
第９回グローバリゼーションと教育② グローバル人材育成のため

の教育政策
第１０回グローバリゼーションと教育③ 教室・地域の多文化化

と教育実践
第１１回学校と地域との連携① 地域と子どもの社会化、連

携の経緯・意義・方法
第１２回学校と地域との連携② 子どもの貧困や多文化化を

めぐる取り組み事例
第１３回学校と地域との連携③ 教育魅力化・高校魅力化の

教育改革による地域連携
第１４回学校安全への対応 学校文化と教育リスク、学校にお

ける安全管理と安全教育
第１５回まとめ：社会の中の教育 授業のまとめと確認

教育大「教育社会学」
（2回生前期）

女子大「教育社会学（中高A）」
（2回生前期）



女子大との「教職課程の共同運用」

【令和６年度まで】

・ 「共同教職課程の完全実施」に向け、学部改組や教員配
置計画に即した立案、両大学教員研修

・課程認定を受けるための諸整備

・課程認定を受けた上で令和６年度を目途に運用を開始




